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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年1月22日(2009.1.22)

【公開番号】特開2007-224171(P2007-224171A)
【公開日】平成19年9月6日(2007.9.6)
【年通号数】公開・登録公報2007-034
【出願番号】特願2006-47984(P2006-47984)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 255/52     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６１０　
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６２０　
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６４５　
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６３５　
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６９０　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｃ 255/52    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月3日(2008.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
一般式（１）で表されるピレン化合物を含有することを特徴とする発光素子材料。
【化１】

（Ｒ１～Ｒ１０はそれぞれ同じでも異なっていてもよく、水素、アルキル基、アリール基
またはヘテロアリール基の中から選ばれる。Ｒ１～Ｒ１０の少なくとも一つはシアノ基と
の連結に用いられる。ｎは１～４の整数である。）
【請求項２】
Ｒ１、Ｒ３、Ｒ６、Ｒ８のうちの少なくとも一つがシアノ基との連結に用いられることを
特徴とする請求項１記載の発光素子材料。
【請求項３】
Ｒ１～Ｒ１０の少なくとも一つが、アリール基またはヘテロアリール基であることを特徴
とする請求項１または２記載の発光素子。
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【請求項４】
陽極と陰極の間に少なくとも発光層が存在し、電気エネルギーにより発光する発光素子で
あって、発光素子が請求項１～３のいずれか記載の発光素子材料を含有することを特徴と
する発光素子。
【請求項５】
発光層がホスト材料とドーパント材料を有し、一般式（１）で表される発光素子材料がド
ーパント材料であることを特徴とする請求項４記載の発光素子。
【請求項６】
発光層と陰極の間に少なくとも電子輸送層が存在し、電子輸送層が、電子受容性窒素を含
み、さらに炭素、水素、窒素、酸素、ケイ素、リンの中から選ばれる元素で構成されるヘ
テロアリール環構造を有する化合物を含有することを特徴とする請求項４記載の発光素子
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　Ｒ１～Ｒ１０はそれぞれ同じでも異なっていてもよく、水素、アルキル基、アリール基
またはヘテロアリール基の中から選ばれる。Ｒ１～Ｒ１０の少なくとも一つはシアノ基と
の連結に用いられる。ｎは１～４の整数である。
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